
平成 27 年 7 月 13 日

財 務 局

技術提案型総合評価方式における技術提案について

この度、技術提案型総合評価方式における技術提案の評価の方法について、下

記のとおり取り扱うこととしましたので、お知らせします。

記

１ 背景

  従来、技術提案型総合評価方式については、主に建設コスト削減、工期短

縮等、コストに換算できる技術提案を入札参加者に求めて運用してきました。

一方で、今後は、オリンピック・パラリンピック競技施設の整備をはじめ、

大規模で施工の難易度の高い工事の発注が見込まれます。これらの工事につ

いては、定量的にコスト換算できる課題のほかにも、品質向上に関するもの、

確実で安全な工事履行に関するもの等、コスト換算は困難であっても各事業

にとっては重要な課題があり、これらを解決していくためには、事業者から

幅広い技術提案を求めていく必要もあります。

２ 具体的な内容

  性能等を定量的に表示（性能等を数値化できるもの）することが困難な課

題については、定性的に評価することとし、①工事目的物の性能及び機能の

向上に関する事項、②総合的なコストの縮減に関する事項、③社会的要請へ

の対応に関する事項などについて幅広い技術提案を求めることができるよう、

「東京都入札時 VE（技術提案型総合評価方式）実施要綱」を改正しました。

【問合せ先】

財務局経理部総務課契約調整担当  

直通（０３）５３８８－２６０７














